
凸⾯レンズ加⼯ ̶ ⾯精度にこだわる⼀貫⽣産体制
当社の凸⾯レンズは、研磨後に最終形状加⼯を⾏う独⾃プロセスにより、
⾼い⾯精度を安定して実現しています。
主に光学ガラスを使⽤し、両⾯凸R品、⽚⾯凸R／⽚⾯凹R品など多様な形
状に対応可能。
難易度の⾼い仕様でも、安⼼してお任せいただける技術⼒があります。
処理能⼒はサイズ・精度により変動しますが、
スタンダードで3kp/M程度の⽣産が可能です。
品質・納期・対応⼒のバランスに優れ、
“頼れる加⼯パートナー”として多くのお客様にご評価いただいています。
加⼯⼯程（⾃社⼀貫対応）
(1) 研削  
(2) 1次形状加⼯  
(3) R研削  
(4) R研磨  
(5) 最終形状加⼯  
(6) 出荷検査  
(7) 納⼊粗加⼯から最終形状加⼯、検査までをすべて⾃社内で完結。
⼯程間の精度差を抑え、安定した品質とスピードを両⽴します。

凸⾯レンズ

両⾯凸R品、⽚⾯凸R・⽚⾯凹R品も対応可能！研磨後に最終形状加⼯を⾏うの
で⾯精度には⾃信があります

 削り屋と磨き屋を分けていたら間に合わな
い。⻑年の取引先にも断られてしまった。そ
んな“どうにもならない”状況でも、ブル精密は
逃げません。
難加⼯こそ腕の⾒せどころ。
⼀社完結の体制で、納期も品質も責任を持っ
てやり切ります。 
  
 


